
マ
ム
ル

l
ク
朝
期
に
お
け
る
ウ
ラ
マ

l
の
活
動
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ウ
ラ
マ
l
と
は
、
ィ
ス
ラ
l
ム
諸
皐
の
知
識
を
有
す
る
知
識
人
の
こ
と
で
あ

り
、
特
定
の
職
業
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
の
知
識
を
有
す

る
が
故
に
、
数
育
・
司
法
・
行
政
の
各
分
野
で
様
々
な
職
を
得
た
。
い
ず
れ
の

分
野
も
寅
祉
舎
と
の
関
わ
り
が
深
い
が
、
中
で
も
カ
l
デ
ィ
l
職
は
、
イ
ス
ラ

1
ム
法
を
寅
社
舎
に
如
何
に
適
用
す
る
か
を
判
断
す
る
と
い
う
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
重
要
性
の
た
め
、
ヵ
l
デ
ィ
l
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
蓄
積
が

あ
る
が
、
訴
訟
の
島
理
を
は
じ
め
と
す
る
彼
ら
の
活
動
が
貫
際
に
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
一
一
層
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

本
震
表
で
は
、
「
ウ
ラ
マ
l
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
庚
い
範
囲
の
人
々

の
う
ち
で
も
、
特
に
ヵ
l
デ
ィ
l
職
に
つ
い
た
者
に
絞
っ
て
、
そ
の
活
動
を
見

る
こ
と
と
す
る
。
具
鐙
的
に
は
、
一
四
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
で
活
躍

し
、
シ
リ
ア
で
は
大
カ
l
デ
ィ
ー
も
務
め
た
タ
キ
l
ユ
ッ
デ
ィ
l
ン
・
ス
プ
キ
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内
帥
同
日
巳

ω
E
r
r同
)
を
と
り
あ
げ

る
。
彼
の
息
子
が
牧
集
し
た
彼
の
フ
ァ
ト
ワ
l
集
(
吋
ミ
h
g
h
b
h
a
h
s
b
C
を

中
心
史
料
と
し
て
、
具
鐙
的
な
事
例
を
翠
げ
て
、
ヵ
l
デ
ィ
ー
が
ど
の
よ
う
に

し
て
訴
訟
を
慮
理
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
出
し
た
の
か

を
検
討
し
た
い
。
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ブ
ル
テ
ル
マ
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誰
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カ
シ
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ン
デ
ィ
!
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史
書
中
の

一
グ
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グ
ル
ジ
ア
王
園
は
十
二
世
紀
後
半
、
コ
l
カ
サ
ス
の
庚
が
り
を
越
え
て
ア
ナ

ト
リ
ア
と
イ
ラ
ン
に
進
出
し
、
ム
ス
リ
ム
諸
政
権
と
験
争
朕
態
に
入
っ
た
。
ま

た
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
園
に
併
合
さ
れ
た
一
二
三

0
年
代
以
降
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
従

っ
て
各
地
に
出
征
し
た
。
こ
の
た
め
一
二
一
四
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ベ
ル

シ
ャ
語
文
献
に
は
、
グ
ル
ジ
ア
軍
の
劉
外
活
動
に
燭
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い

が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
グ
ル
ジ
ア
側
文
献
と
の
封
比
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
。

マ
ム
ル

i
p
朝
の
百
科
全
書
家
カ
ル
カ
シ
ャ
ン
デ
ィ

l

〈
二
二
五
五
|
一
四

一
八
〉
は
、
グ
ル
ジ
ア
に
つ
い
て
述
べ
て
、
回
目
州
、
H

，F
ζ
〉
と
い
う
強
力
な
君

主
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
で
は
、
こ
の
人
物
を
比

定
す
る
様
々
な
研
究
が
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
愛
表
者
の
私
見
で
は
、
こ
の
人

名
は
切
ロ

zo--歪
曲
目
長
と
讃
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
日
の
ア
ル
メ
ニ
ア
共

和
園
南
部
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
オ
ル
ベ
リ
ヤ
ン
家
の
プ
ル
テ
ル
に
比
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
王
(
グ
ル
ジ
ア
語
で
は
メ
ベ
)
を
マ
レ

ク
と
呼
ぶ
以
外
に
も
、
諸
侯
(
グ
ル
ジ
ア
語
で
は
エ
リ
ス
タ
ヴ
ィ
等
〉
に
鈎
し

て
マ
レ
ク
と
呼
ぶ
例
が
あ
り
、
一
一
一
世
紀
に
グ
ル
ジ
ア
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
に
移

住
し
た
オ
ル
ベ
リ
ア
ン
(
グ
ル
ジ
ア
語
で
は
オ
ル
ベ
リ
〉
家
は
一
四
世
紀
に
お

い
て
も
グ
ル
ジ
ア
人
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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